
（参考）
＜野川沿いの地質と地下水、河川水の状況＞

＜中央道周辺の地質と地下水の状況＞

 

武蔵野礫層

西（←多摩地区方面） 東（→都内方面）

50.0

-50.0

-40.0

-30.0

-20.0

-10.0

10.0

0.0

30.0

20.0

40.0

標高(m) 標高(m)

-50.0

-20.0

-30.0

-40.0

20.0

-10.0

0.0

10.0

40.0

30.0

50.0

立川礫層

上総層群

0 100m50

（砂質土層、硬質粘土層）

野川

粘土層、腐植土層

からなる沖積層

関東ローム層

浅層地下水位

地表から約 10ｍにある武蔵野礫層中にある浅層地
下水の流向は、全体的に北西から南東に流れていま

す。国分寺崖線付近では、南西方向にも流れている

と考えられます。

この地下水の一部は、湧水となって湧き出してい

ます。また、地下水と野川は立川礫層を通じてつな

がっていると考えられます。

図－１　野川沿いの地下水位標高と流向、地質断面図
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図－２　中央道周辺の地下水位標高と流向、地質断面図

地表から約 5ｍにある武蔵野礫層中の浅層地下水
の流向は、北西から南東方向に流れていると考えら

れます。仙川沿いの低地では、武蔵野台地あるいは

仙川上流より地下水が流れてきており、仙川の下流

に向かって流れていると考えられます。
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